
写真-①  基礎杭１０本施工後の１番線南側 

      （２、３番線間においても１５本施工） 

写真-②  天王町１号～２号踏切間南側の 

杭施工風景（３月末までに１７本施工予定） 

写真-③ 天王町１～２号踏切間における 

仮下り線敷設状況 

星 天 ニ ュ ー ス 
～相鉄線の連続立体交差事業のお知らせです。～ 
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日頃より、相模鉄道本線（星川駅～天王町駅）連続立体交差事業にご理解とご協力を賜り、厚く

お礼申し上げます。今回は、現在の工事進捗状況（高架橋の基礎杭工事、仮下り線切替え工事に伴

う軌道敷設状況）と基礎杭の施工方法についてお知らせいたします。 

 

         

 以前よりお知らせしてまいりました、星川駅部における 1 番線の南側で１０本と仮３番線の切替えに

より広く空いた上下線間（２番線と仮３番線の間）で１５本の計２５本の基礎杭を施工しました（写真-

①参照）。今後は、杭のまわりに高架橋の柱を受けるためのコンクリート基礎の構築を進めていきます。

また、天王町１号から２号踏切間の南側においては、３月末までに１７本の基礎杭を施工する予定です

（写真-②参照）。施工箇所に関しましては、次ページの事業計画位置図（図-①）を参照下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の秋に当事業で３回目の線路切替え工事として、

約１．５ｋｍにわたり現在の下り線を北側に切替える工

事を予定しています。現在は広く空いた仮上り線と下り

線の間で事前に施工できる箇所の軌道の敷設を行なっ

ており、天王町１～２号踏切間において２２５ｍの敷設

が完了しております（写真-③参照）。今回の仮下り線切

替えは、１回目の仮上り線切替え時より１箇所多い工事

区間の全６箇所で、事前に敷設した軌道と既存の軌道を

接続させる工事を行なう予定です。なお、切替え日程、

詳細に関しては決定次第別途お知らせします。 

高架橋の基礎杭工事について ☞☞☞星星星川川川駅駅駅部部部ののの基基基礎礎礎杭杭杭２２２５５５本本本ををを施施施工工工   

仮下り線切替え工事に伴う軌道敷設について ☞☞☞仮仮仮下下下りりり線線線軌軌軌道道道敷敷敷設設設開開開始始始   
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～お問合せ～  
〇 事業に関するお問合せ……横浜市 道路局 計画調整部 企画課 鉄道交差調整担当 

                               Tel ０４５（６７１）２７９２ 

〇 工事に関するお問合せ……相模鉄道株式会社 鉄道カンパニー星川・天王町駅付近連続立体交差工事事務所 

                      Tel ０４５（３３５）６７３３ 

ホームページアドレス：http://www.sotetsu.co.jp/train/crossover/ 

 
 

星川駅部 

基礎杭２５本施工 

（写真-①） 

天王町１～２号間 

基礎杭１７本施工予定 

（写真-②） 

天王町１～２号間 

仮下り線２２５ｍ敷設 

写真-③ 
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 現在施工している天王町１～２号踏切間の南側など線路から離れており十分な作業高さが確保できる箇所

の基礎杭工事は、リバースサーキュレーションドリル工法（リバース工法）で、星川駅のように線路に近接

する箇所や架線などにより作業高さに制限のある線路内の箇所の基礎杭工事は、トップドライブリバース工

法（ＴＢＨ工法）で施工しています。今回はそれぞれのコンクリート場所打ち杭工法について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回の事業にまつわる 
キーワードや情報に 
ついてお知らせする 
コーナーです。 

図-① 事業計画位置図 

ＴＢＨ工法 リバース工法 

概要 

従来のリバース工法に加えて、狭小、低空間の条

件下でも迅速かつ容易に施工することが可能であ

り、線路近接箇所で多数採用されている工法です。 

概要 

クレーンで支持した掘削ビットを回転させる

ことで掘削し、土砂を泥水とともに地上に吸

上げ排水した後、水を再循環させ掘削後の孔

壁を保持し、鉄筋かごを建込み、コンクリー

トを打込むことで杭を築造する工法です。 

特徴 

・低騒音・低振動で市街地工事に適している 

・掘削深度 70m で杭径は 800～4000mm である 

・軟らかい地盤でも安全に施工できる 

施工順序図 特徴 

・施工時の騒音・振動が極めて低いレベルである 

・機械が小型のため狭小な敷地での施工が可能 

・高架下など作業高さが低い場合でも施工が可能 

・掘削深度 50m で杭径は 600～2000mm である 

 

施工順序図 


